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Popperは1934年の処女作“Logikder Forschung" (英訳Popper(1959)) 
においてウィーン学団の論理実証主義を批判して，反証主義の立場を表明するo
以降の著作 Popper(1950)， (1957)， (1963)， (1972) などにおいて科学と非
科学を切り分ける境界問題として反証主義の立場を確立し，科学哲学史上で重
要な位置を占めている。ポパーは「科学においては究極的な言明はありえない。













2) op. cit.， 49頁ム
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経験を比較することである」ω として，すべての理論はその予測力によって評





















































16) op. cit.， 15頁。
17) op. cit.， 15頁。
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ジアン，マネタリスト，ニュークラシカノレ，サプライサイド， • post-Keynesian 
などさまざまな学派が並存する。
























































































































































































































いずれにせよ， Popperの議論に従えば， Popper もまた誤ちである可能性
を含んでいるo そして， Lakatos (1978) のいうように「科学の歴史はポパー
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